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平
成
二
十
二
年
度
に
本
格
開
催
さ
れ
る
松
山
島
博
覧
会
。
プ
レ
開
催
と
な
る

今
年
度
に
も
、
各
島
で
多
く
の
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
番
手
と

な
る
海
の
行
事
が
真
夏
の
睦
月
島
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

『
い
き
な
睦
月
の
海
祭
り
』
と
名
付
け
ら
れ
た
本
催
し
は
、
七
月
十
八
日
土

曜
日
、
三
十
人
余
り
の
親
子
連
れ
の
参
加
の
下
、
に
ぎ
に
ぎ
し
く
開
催
さ
れ
、「
地

引
網
体
験
」
で
獲
れ
た
ぴ
ち
ぴ
ち
の
魚
介
は
お
み
や
げ
に
、
あ
じ
・
め
ば
る
・

あ
わ
び
・
さ
ざ
え
・
た
こ
・
岩
が
き
な
ど
厳
選
素
材
を
「
海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」

で
味
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
仕
上
げ
に
は
鯛
飯
・
た
こ
飯
を
召
し
上
が
っ

て
い
た
だ
く
な
ど
、
参
加
の
み
な
さ
ん
に
は
、
島
の
海
の
幸
を
十
分
に
ご
満
喫

い
た
だ
き
ま
し
た
。
睦
月
島
で
は
、
開
催
に
あ
た
り
、
メ
ー
ン
行
事
の
地
引
網

の
準
備
は
も
ち
ろ
ん
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
食
材
確
保
の
た
め
の
立
て
網
漁
、
食
事

会
場
の
設
営
の
ほ
か
、
炭
お
こ
し
か
ら
お
み
や
げ
容
器
・
持
ち
帰
り
の
た
め
の

氷
の
準
備
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
準
備
活
動
に
多
く
の
住
民
が
関
わ
り
奔
走

し
ま
し
た
。
幸
い
睦
月
地
区
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
『
お
大
師
参
り
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
』
を
３
度
実
施
す
る
な
ど
催
し
を
こ
な
す
ノ
ウ
ハ
ウ
に
恵
ま
れ
、
そ
れ
ら
を

切
り
盛
り
す
る
ス
タ
ッ
フ
に
も
事
欠
か
な
い
こ
と
か
ら
、
今
回
の
先
鋒
役
を
見

事
務
め
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
は

至
極
満
足
の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、
ひ
と
安
心
で
す
。
第
２
回
、
３
回
の
海

祭
り
も
、
盛
会
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
忽
那
諸
島
を
舞
台
に
、
２
カ
年
に
亘
り
開
催
さ
れ
る
松
山
島
博
覧
会

は
、
豊
富
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
取
り
揃
え
を
ウ
リ
に
す
る
島
嶼
部
活
性
化
の
た

め
の
起
爆
剤
的
催
し
で
あ
り
、
島
な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
メ
ニ
ュ
ー

化
し
提
供
す
る
こ
と
で
、
忽
那
諸
島
全
島
の
あ
ら
ゆ
る
魅
力
と
、
併
せ
て
各
島

の
島
民
の
元
気
を
最
大
限
引
き
出
す
こ
と
を
そ
の
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
博

覧
会
を
通
し
て
、
し
ま
び
と
で
あ
る
み
な
さ
ん
が
ま
ち
の
人
た
ち
と
交
流
す
る

な
か
で
、
み
な
さ
ん
自
身
が
自
ら
の
暮
ら
し
や
環
境
を
見
つ
め
直
し
、
自
分
た

ち
の
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
奮
起
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
島
の
再
生
は
決
し
て
夢

物
語
で
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
松
山
離
島
振
興
協
会
は
、
松
山
島
博
覧
会
の

開
催
中
に
お
い
て
は
実
行
委
員
会
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
同
時
に
、

協
会
独
自
の
『
大
人
の
修
学
旅
行
』
事
業
や
、
興
居
島
で
開
催
す
る
『
薪
船
踊

り
』
事
業
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
み
、
そ
し
て
、
博
覧
会
終
了
後
に
お
い
て
は

忽
那
諸
島
の
牽
引
役
と
し
て
、
島
の
み
な
さ
ん
の
幸
せ
に
少
し
で
も
貢
献
で
き

る
よ
う
、
し
ま
び
と
の
声
と
と
も
に
歩
む
団
体
で
あ
り
続
け
ま
す
。 

第
１
回 

き
な
睦
月
の
海
祭
り 

 

プ
レ
松
山
島
博
覧
会
の 

記
念
行
事
を
開
催
し 

来
年
の
本
番
へ
向
け 

確
か
な
手
ご
た
え
！ 

い

地引網体験と海鮮バーベキューにみんな大満足な様子でした！



 
 

  

                                          

  坂の上の雲フィールドミュージアム活動支援事業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松
山
離
島
振
興
協
会
を
設
立
し
た

平
成
十
八
年
度
以
降
、
た
い
へ
ん
お

世
話
に
な
っ
て
き
た
松
山
市
の
「
坂

の
上
の
雲
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
活
動
支
援
事
業
」
は
、
と
り
あ
え

ず
規
定
の
三
年
間
を
終
え
、
四
年
目

と
な
っ
た
今
年
度
、
審
査
の
結
果
、

な
ん
と
か
ご
支
援
の
ご
決
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

協
会
で
は
、
一
昨
年
来
、
事
業
会

計
内
で
の
事
業
完
結
を
め
ざ
し
、
採

算
重
視
の
事
業
計
画
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
実
施
の
事
業
に
関
し
て

も
、
な
る
べ
く
持
ち
出
し
を
避
け
、

参
加
費
収
入
内
で
の
事
業
実
施
を
行

う
こ
と
で
、
息
の
長
い
事
業
と
し
て

継
続
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
今
回
、
協
会
が

掲
げ
た
メ
ー
ン
事
業
は
、
名
付
け
て

『
大
人
の
修
学
旅
行
』
。
団
塊
の
世
代

 『大人の修学旅行』は、違いのわかる大人たちに、忽那諸島のさまざまな魅力を心ゆくまで楽

しんでいただくために、松山市の「坂の上の雲フィールドミュージアム活動支援事業」を受け実施

する体験型の宿泊事業です。 

 協会は、これまで『島めぐりクルージング』で培ってきたノウハウを最大限に発揮し、９月、１０

月、１２月の土日に１泊２日の３コースの大人向けの旅をそれぞれご用意しました。島外の市民

のみなさんに、忽那諸島の奥深い魅力を存分に体感していただこうという趣向です。日帰りツア

ーでは決して味わい尽すことのできない、忽那諸島の愉しみの数々をご堪能くださいませ。 

昨年実施した島めぐりクルージングの様子 

の
み
な
さ
ん
を
主
た
る
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、
そ
の
年
代
の
方
々
が
興
味
を

そ
そ
ら
れ
る
よ
う
な
体
験
メ
ニ
ュ

ー
を
数
々
取
り
揃
え
、
忽
那
諸
島
の

自
然
景
観
と
と
も
に
ゆ
っ
く
り
と
、

そ
し
て
た
っ
ぷ
り
と
島
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
こ
う
と
、
今
回
初
め
て
宿

泊
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。 

ま
ず
九
月
十
九
～
二
十
日
に
中

島
・
野
忽
那
島
コ
ー
ス
を
開
催
。
宇

和
間
地
区
の
伝
統
料
理
を
体
験
の

後
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
を
開
催
、
翌

日
は
野
忽
那
島
で
と
こ
ろ
て
ん
作

り
に
挑
戦
で
す
。
十
月
十
七
～
十
八

日
は
怒
和
島
・
津
和
地
島
・
二
神
島

の
神
和
三
島
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
を

開
催
。
上
怒
和
地
区
で
釣
り
や
干
物

作
り
を
体
験
し
、
夜
は
津
和
地
島
で

宿
泊
、
翌
日
は
二
神
島
で
篆
刻
教
室

な
ど
行
い
ま
す
。
最
後
は
十
二
月
十

二
～
十
三
日
に
中
島
・
睦
月
島
コ
ー

ス
を
開
催
。
島
の
料
理
体
験
、
た
な

か
あ
つ
し
氏
の
指
導
に
よ
る
木
工

教
室
を
実
施
、
翌
日
は
睦
月
島
で
み

か
ん
狩
り
な
ど
行
い
ま
す
。 

 

募
集
人
数
は
各
コ
ー
ス
と
も
三

十
人
程
度
。
参
加
費
は
中
島
を
含
む

二
コ
ー
ス
が
一
万
五
千
円
、
神
和
コ

ー
ス
が
一
万
八
千
円
で
す
。
交
通
手

段
は
定
期
便
を
使
用
す
る
ほ
か
、
中

島
島
内
は
バ
ス
か
徒
歩
で
移
動
。 

な
お
、
募
集
は
八
月
十
五
日
号
の

「
広
報
ま
つ
や
ま
」
お
よ
び
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

松
山
離
島
振
興
協
会
が
、
そ
も
そ
も
め
ざ
す

離
島
活
性
の
形
と
は
、
島
民
の
多
く
が
気
軽
に

関
わ
れ
る
体
験
型
交
流
事
業
の
提
案
で
す
。
た

と
え
ば
、
島
の
料
理
を
手
ほ
ど
き
す
る
、
島
の

見
所
を
案
内
す
る
、
島
の
伝
統
文
化
を
紹
介
す

る
、
地
元
の
祭
り
を
見
物
し
て
も
ら
う
、
島
の

歴
史
の
語
り
部
と
な
る
、
あ
る
い
は
自
分
の
特

技
を
披
露
す
る
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
要
は
、
島

の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
応
援
団
を
獲
得
す
る
た

め
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
な
ら
ば
何
で
も
良

い
の
で
す
。
今
回
の
『
大
人
の
修
学
旅
行
』
で

の
部
分
サ
ポ
ー
ト
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
島

民
の
み
な
さ
ん
に
は
参
加
を
い
た
だ
き
、
同
時

に
、
島
外
の
み
な
さ
ん
に
は
、
忽
那
諸
島
が
持

つ
大
い
な
る
魅
力
の
一
端
に
ふ
れ
て
い
た
だ

き
、「
し
ま
の
応
援
団
」
の
一
員
に
加
わ
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。 
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 ／１０月２４日 
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子どもたちの声が島にこだまする／睦月島シーサイドキャンプ 

 市内で子どもたちに生の舞台を見せる活動を続けるＮＰＯ法人「松山子ど

も劇場２１」は、観劇活動を機軸にさまざまな子育て活動を展開しており、

２００６年からは忽那諸島で夏のシーサイドキャンプ事業を開催していま

す。協会では、キャンプ事業開始当初から、キャンプの計画から実施にわた

って全面的な協力を行っており、参加の多くの子どもたちに、島の魅力を存

分に感じてもらっているところです。 
今年、８月５日から７日の３日間、これまで３年間、野忽那島で行ってき

たキャンプの舞台を初めて睦月島に移し、休校中の睦月小学校体育館を拠点

に、地引網体験や魚のさばき方教室、野外料理体験やキャンプファイヤーな

どのほか、特別メニューとして篆刻教室も実施いたしました。 
今年のキャンプ事業は、子どもゆめ基金の助成を受け実施しているとのこ

とで、２泊３日で３５００円と破格の参加費です。そのことも手伝ってか、

４０人定員に対し、２００人を超える申し込みがあり、実に５倍以上の倍率

となったそうです。くちコミから毎年増加するキャンプへの応募数は、島の

魅力への間違いのない裏打ちであり、協会にとっても喜ばしい限りの状況で

す。参加の子どもたちは、充実した時間を島の自然の中でゆったりと過ごし、

いつしか町の喧騒を忘れ、すっかり島の子の顔になっていました。 

今後も、忽那諸島を活動の場とするあらゆる事業に積極的な関わりを持

ち、多方面から島の活性化に働きかけを行いたいと考えています。 

 

船
越
港
内
に
浮
か
べ
ら
れ
た
台
船
の
上

で
、
豪
華
絢
爛
な
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、

見
事
な
太
刀
さ
ば
き
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

興
居
島
の
伝
統
芸
能
「
船
踊
り
」
。
秋
祭
り

の
伝
統
行
事
と
し
て
今
に
受
け
継
が
れ
、

県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。「
船
踊
り
」
は
、
毎
年
、
由
良
地

区
の
小
冨
士
文
化
保
存
会
と
、
泊
地
区
の

興
居
島
船
踊
保
存
会
と
が
交
替
で
演
じ
て

お
り
、
今
年
は
興
居
島
船
踊
保
存
会
が
当

番
の
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
興
居
島

が
誇
る
「
船
踊
り
」
を
宵
闇
の
か
が
り
火

の
な
か
、
船
越
和
気
比
賣
神
社
の
拝
殿
を

舞
台
に
、『
薪
船
踊
り
』
と
し
て
演
じ
て
み

よ
う
と
い
う
の
が
今
回
の
企
画
で
す
。
松

山
離
島
振
興
協
会
で
は
、
松
山
島
博
覧
会

を
来
年
度
に
控
え
、
後
世
に
つ
な
が
る
興

居
島
の
新
た
な
行
事
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う

と
、
協
会
内
に
実
行
部
会
を
設
置
し
、
赤

崎
務
部
会
長
の
下
、
企
画
を
練
り
上
げ
、

準
備
作
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

『
薪
船
踊
り
』
は
、
十
月
二
十
四
日
、

土
曜
日
（
荒
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延
）、

十
七
時
か
ら
二
十
時
の
間
、
泊
町
の
船
越

和
気
比
賣
神
社
の
境
内
で
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
伊
予
水
軍
太
鼓
の
演
奏
や
、
地

元
の
み
な
さ
ん
の
出
し
物
な
ど
予
定
し
て

お
り
、
飲
食
の
販
売
や
、
お
み
や
げ
品
の

販
売
な
ど
も
行
い
ま
す
。
観
覧
料
は
お
も

て
な
し
を
含
ん
で
二
千
円
。
な
お
船
賃
は

別
途
必
要
で
す
。
募
集
は
九
月
十
五
日
号

の
「
広
報
ま
つ
や
ま
」
の
ほ
か
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
行
い
ま
す
。
初
め
て
の
催
し

で
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

毎年、船越和気比賣神社の秋祭りに奉納される興居島の

伝統芸能「船踊り」。その風格はそのままに、宵闇に包まれ

た神社の境内に幽玄な世界が繰り広げられます。 

今回の企画は、長年、関係者の間で語られてきた夢が実

現したもので、「島四国」とともに興居島が他に誇れる屈指

の地域資源である「船踊り」をさらに魅力あふれる催しと

して、また新たな島の名物として、興居島の活性化につな

げようと提案されました。 

ご期待ください！ 

勇壮華麗 豪華絢爛 しまの宝 興居島の『薪船踊り』

本紙２００８秋冬号で、忽那諸島との文化交流事業の模様をご紹介しました

古三津子ども虎舞保存会さんが、８月２０日に東京で開催された「第１１回全

国こども民俗芸能大会」に中・四国ブロックの代表として出場し、全国のみな

さんの前ですばらしい演技を披露されました。田中静江会長、そして子どもた

ちに心からのおめでとうのことばを贈ります。これからもがんばってください。



 
 

 

 

【地域産業部】 
 

８月８日、「三津の朝市」で興居島の桃を

販売してまいりました。 

興居島特産の桃を多くの食卓に届けよう

と、７月の「道後湯あがり朝市」へも持ち込

みましたが、荒天のため市は中止。今回、思

いを新たに「三津の朝市」に自慢の白桃を並

べてみました。鮮魚の持ち込めない三津の場

合、旬の果物や野菜は特に注目されます。も

のの３０分程で完売となってしまいました。

今後も、地産地消を推進するべく、地元の

おいしい食材の提供に努めたいと思います。

 

《お問い合わせ・お申し込み》 

部長 島原和晄 

 ℡961-3293 
 

   

 

【観光振興部】
 

『大人の修学旅行』『薪船踊り』。両事業と

も、これまでの３年間の取り組みを花開かせ

るための渾身の提案であり、今後、島の自前

事業として立ち行くかどうかを計るための

貴重な実験機会でもあります。 

定住人口が減少の一途をたどる今後の日

本においては、観光産業による交流人口の増

加が、経済活性の鍵を握ると言われていま

す。協会では今後、島の魅力を最大限ウリに

した、ゆったり、のんびり楽しめる観光商品

の開発に全力を挙げてまいります。 

 

《お問い合わせ・お申し込み》 

部長 田中 治 

℡998-0243 
 

 

                              
【しまづくり部】 
 

 ＥＴＣ効果から高速道路利用が加速度的に進み、その一方で海上交通は不振を極め、ついに

は廃業を余儀なくされる船会社まで出てきています。私たち、島嶼部に住まう者にとっては、

命の道を絶たれる不安を抱かねばならないこの状況に、生きた心地がいたしません。 

松山離島振興協会は、地理的特性を持つ島嶼部の住民の生活を守り、生活格差の少ない松山

の実現のため、行政への働きかけに努め、今後とも、官民協働の明るいしまづくりにまい進し

てまいりますので、引き続き、みなさんのご協力をお願いいたします。 
 

《お問い合わせ・お申し込み》 

部長 内藤久司 

℡998-0606 

しまはくホームページが完成！情報をゲットして。 

http://shimahaku.com/ 
☆ 松山離島振興協会は、会員のみなさんの会費によって運営されています☆ 

☆ あなたも会員になって、いっしょに活動しませんか☆ 
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